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森田達也, 他 地域緩和ケアにお
ける「顔の見える関
係」とは何か？ 

Palliat Care 
Res 

7(1) 323-333 2012 

山田博英, 森田達也, 
他 

患者・遺族調査から
作成した医療者向
け冊子「がん患者さ
ん・ご家族の声」 

Palliat Care 
Res 

7(1) 342-347 2012 

前堀直美, 森田達也, 
他 

外来患者のがん疼
痛に対する保険薬
局薬剤師の電話モ
ニタリング・受診前

ペインクリニ
ック 

33(6) 817-824 2012 



アセスメントの効
果 

森田達也 臨床診断より優れ
た進行がん患者の
予後予測モデル 開
発予測モデルの再
現性は未確認 

MMJ 8(2) 102-103 2012 

森田達也 日本ホスピス緩和
ケア協会北海道支
部第 10 回年次大会
から. 緩和ケア地
域 介 入 研 究 ＜
OPTIM-study＞が明
らかにしたこと：明
日への示唆 

Best Nurse 23(7) 6-15 2012 

岩崎静乃, 森田達也, 
他 

終末期がん患者の
口腔合併症の前向
き観察研究 

緩和ケア 22(4) 369-373 2012 

小田切拓也, 森田達也 EAPC （ European 
Association of 
Palliative Care）
疼痛ガイドライン
を読む. 第2回オピ
オイドのタイトレ
ーション オピオ
イドの経皮製剤の
役割 

緩和ケア 22(4) 346-349 2012 

大野友久, 森田達也, 
他 

入院患者における
口腔カンジダ症に
対する抗真菌薬の
臨床効果に関する
研究 

癌と化学療法 39(8) 1233-1238 2012 

今井堅吾, 森田達也 EAPC （ European 
Association of 
Palliative Care）
疼痛ガイドライン
を読む. 第 3 回 1
オピオイドによる
嘔気・嘔吐に対する
治療, 2 オピオイド
による便秘に対す
る治療, 3 オピオイ
ドによる中枢神経
症状に対する治療 

緩和ケア 22(5) 428-431 2012 

森田達也 緩和ケア領域にお
ける臨床研究：過
去、現在、未来 

腫瘍内科 10(3) 185-195 2012 

森田達也 クローズアップ・が
ん治療施設(28)聖

臨床腫瘍プラ
クティス 

8(4) 415-417 2012 



隷三方原病院 腫
瘍センター・緩和ケ
ア部門 

鄭陽, 森田達也 
 

EAPC （ European 
Association of 
Palliative Care）
疼痛ガイドライン
を読む. 第 4 回 1.
アセトアミノフェ
ンとNSAIDsの役割. 
2.鎮痛補助薬の役
割. 3.腎機能障害の
ある患者へのオピ
オイドの使用 

緩和ケア 22(6) 522-525 2012 

山本亮, 森田達也, 他 
 

看取りの時期が近
づいた患者の家族
への説明に用いる
『看取りのパンフ
レット』の有用性：
多施設研究 

Palliat Care 
Res 

7(2) 192-201 2012 

白髭豊, 森田達也, 他 
 

OPTIM プロジェクト
前後での病院から
在宅診療への移行
率と病院医師・看護
師の在宅の視点の
変化 

Palliat Care 
Res 

7(2) 389-394 2012 

森田達也, 他 
 

遺族調査に基づく
自宅死亡を希望し
ていると推定され
るがん患者数 

Palliat Care 
Res 

7(2) 403-407 2012 

矢野智宣, 内富庸介 周術期のせん妄の診
断と治療術前からリ
スク因子に対応し、
必要に応じて薬物治
療を 

Life  Support 
and Anesthesia 

19(2) 144-8 2012 

藤原雅樹, 内富庸介, 他 うつ状態に対する
lamotrigineの急性
効果の検討 

臨床精神薬理 15(4) 551-9 2012 

内富庸介 がん患者の抑うつと
薬物治療 

臨床精神薬理 15(7) 1135-43 2012 

内富庸介 がん医療においてサ
イコオンコロジスト
築いてほしい心のケ
ア体制 

CLINICIAN 59 26-32 2012 

内富庸介 がん医療におけるコ
ミュニケーションス
キル 

造血細胞移植 24 2-3 2012 

内富庸介 新規抗うつ薬 CLINICIAN 59(8) 14-7 2012 

矢野智宣, 内富庸介, 他 うつ病を伴う口腔灼
熱感症候群に

精神医学 54(6) 621-3 2012 



pregabalinが有効で
あった1例 

内富庸介 がん患者の意思決定
を支援する 

Nurshing 
Today 

27(5) 50-3 2012 

内富庸介 悪い知らせを伝える
際のコミュニケーシ
ョン・スキルSHAREプ
ロトコール 

PSYCHIATRIST 17 5-22 2012 
 

上山栄子、小川朝生、他 反復経頭蓋磁気刺激
によるラット海馬に
おける神経細胞新生
の増加 

精神神経学雑誌 114 1018-1022 2012 

松本禎久、小川朝生 がん患者の症状緩和 Modern 
Physician 

32 1109-1112 2012 

小川朝生 がん患者の精神心理
的ケアの最大の問題
点 

がん患者ケア 5 55 2012 

小川朝生 がん患者に見られる
せん妄の特徴と知っ
ておきたい知識 

がん患者ケア 5 56-60 2012 

小川朝生 悪性腫瘍（がん） 精神看護 15 76-79 2012 

高野義久, 佐々木治一
郎, 他． 

熊本県民の受動喫煙
に関するアンケート
調査. 

日本禁煙学会雑
誌 

7 83-92 2012 

佐藤奈穂子, 佐々木治一
郎, 他. 

肺癌に伴う上大静脈
症候群に対する血管
内ステント留置15症
例の有効性と安全
性. 

日本呼吸器学会
誌 

1 374-380 2012 

佐々木治一郎, 他． 禁煙と肺癌予防戦略
-EBM に基づく肺がん
予防． 

医学の歩み 240 1027-33 2012 

佐々木治一郎 維持療法をプラクテ
ィスに取り入れる際
に、私が注意するポ
イントⅡ． 

日本胸部臨床 71 984-93 2012 

佐々木治一郎 骨転移治療の進歩-
治療薬の進歩と使用
上の注意点-． 

Medical 
Practice 

29 951-55 2012 

井川聡,  
佐々木治一郎, 
他． 

組織型からみた治療
選択． 

内科 110 724-28 2012 

福井小紀子 
 

在宅看取りを支える
全国訪問看護事業所
の実態とその選定指
標の提案～在宅看取
りを支える要因分析
の結果をエビデンス

社会保険旬報 2488 16-23 2012 



として～．  

福井小紀子 介護報酬・診療報酬
の同時改定が示す訪
問看護のこれから
(連載第 2 回）:訪問
看護ステーションの
調査結果は報酬改定
にどう活用された
か． 

コミュニティケ
ア 

14(10) 68-71 2012 

福井小紀子 介護報酬・診療報酬
の同時改定が示す訪
問看護のこれから
(連載第 1 回）:報酬
改定に役立った全国
訪問看護ステーショ
ンの調査結果． 

コミュニティケ
ア 

14(9) 66-70 2012 

福井小紀子 緩和ケア最前線：緩
和ケアにおける医療
保険と介護保険． 

モダンフィジシ
ャン 

32(9) 1077-1082. 2012 

福井小紀子 緩和ケアに関連した
2012 年度診療報酬と
介護報酬の同時改定
について②：診療報
酬改定の具体的内容
と介護報酬改定． 

緩和ケア 22(3) 278-281 2012 

福井小紀子 緩和ケアに関連した
2012 年度診療報酬と
介護報酬の同時改定
について①：診療報
酬改定で示された方
向性． 

緩和ケア 22(2) 161-165 2012 

 
 
 


